
香川の金刀比羅神社は
隠れたエゾエンゴサクの名勝となっている。
同神社境内には毎年５月上旬、エゾエンゴサクが満開となる。
このエゾエンゴサクは、苫前の地名の語源
（トマ・オマ・ィ＝エゾエンゴサクの多いところ）
となった植物で、昭和５５年３月１５日町の花に指定された。
明治３１年に建立された金刀比羅神社は
今も地域の守り神として、三線高台の
森に囲まれ鎮座している。
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五
月
二
十

七
日
古
丹
別

水
辺
の
楽
校

に
お
い
て
、

苫
前
町
植
樹

祭
が
行
わ
れ
、

町
や
留
萌
南

部
森
林
管
理

署
、
留
萌
中

部
森
林
組
合
、

苫
前
林
産
振
興
会
な
ど
が
主
催
と
な

り
、
林
業
関
係
者
八
十
名
が
参
加
。

町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
賛
に
よ

り
町
木
な
な
か
ま
ど
や
栗
、
ミ
ズ
ナ

ラ
合
わ
せ
て
五
二
〇
本
を
植
樹
し
た
。

今
年
新
成
人
と
な
っ
た
能
登
麻
衣

さ
ん
（
役
場
勤
務
）
が
、
緑
豊
か
に
す

く
す
く
と
育
つ
こ
と
を
願
う
と
と
も

に
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
主
催
者
、

協
賛
者
の
代
表
ら
と
と
も
に
記
念
標

柱
の
建
立
に
立
ち
会
っ
た
。ま

た
、
同

日
午
後
に
は

苫
前
小
学
校

児
童
会
並
び

に
苫
前
中
学

校
生
徒
会
が

役
場
を
訪
問

し
、「
緑
の
羽

根
募
金
」
活

動
の
収
益
金

を
森
町
長
へ

伝
達
し
た
。

五
月
十
八
日
か
ら
町
内
酪
農
家
十

五
戸
の
乳
牛
百
八
十
三
頭
が
、
上
平

共
同
利
用
模
範
牧
場
へ
搬
送
さ
れ
、

同
月
二
十
六
日
放
牧
が
開
始
さ
れ
た
。

五
月
十
二
日
苫
前
町
字
九
重
の
早
川

利
一
さ
ん
（
農
業
＝
78
才
）
宅
裏
南

側
二
〇
〇
　
付
近
で
推
定
四
才
（
三

才
数
ヶ
月
）
の
熊
が
出
没
。
苫
前
町

猟
友
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
り

射
止
め
ら
れ

た
。早

川
さ
ん

は
、
同
日
午

後
二
時
半
頃

自
宅
裏
の
農

地
で
農
作
業

中
、
隣
接
す

る
農
業
用
水

ダ
ム
（
た
め
池
）
付
近
で
動
い
て
い

る
熊
を
発
見
。
苫
前
町
猟
友
会
ハ
ン

タ
ー
の
林
豊
行
さ
ん
が
駆
け
つ
け
、

北
海
道
の
許
可
に
基
づ
き
射
殺
さ
れ

た
。熊
の
大
き
さ
は
、体
長
一
四
五
　
、

体
高
九
〇
　
、
体
重
一
五
〇
　
。

四
月
に
は
、
三
渓
羆
事
件
現
地
復

元
住
居
で
足
跡
が
発
見
さ
れ
、
近
年
、

岩
見
地
区
で
目
撃
さ
れ
る
な
ど
潜
在

的
に
生
息
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
で
は
、
春
の
山
菜
採
り
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
、「
熊
出
没
注
意
」
の
看
板

を
設
置
し
、
山
へ
入
る
と
き
は
十
分

に
注
意
を
払
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。
町
内
で
熊
を
射
止
め
た
の
は
、

二
十
年
ぶ
り
。
そ
の
当
時
の
熊
は
、

現
在
、
郷
土
資
料
館
で
剥
製
（
渓
谷

の
次
郎
）
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。

放
牧
は
、
体
重
測
定
な
ど
が
行
わ

れ
た
後
、
育
成
牛
、
未
経
産
牛
、
経

産
牛
の
種
類
別
に
分
け
、
広
大
な
牧

草
地
三
〇
〇
　
で
、
十
月
中
旬
ま
で

行
わ
れ
れ
る
。
牛
は
、
広
大
な
牧
場

内
で
の
び
の
び
と
過
ご
し
、
た
っ
ぷ

り
と
牧
草
を
食
べ
、
体
重
が
百
㌔
ほ

ど
増
え
、
た
く
ま
し
く
な
っ
て
酪
農

家
へ
も
ど
る
こ
と
と
な

る
。同

牧
場
内
に
は
、
三

十
九
基
の
風
車
群
が
立

ち
並
び
、
牛
と
風
車
の

共
存
す
る
風
景
は
、
苫

前
町
を
訪
れ
る
観
光
客

の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
、

多
く
の
写
真
愛
好
家
も

訪
れ
る
。

北
海
道
風
車
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
会
長
藤
田
憲
二
）
で
は
、
四
月
十
四

日
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、
昨
年
大

盛
況
と
な
っ
た
同
ま
つ
り
を
苫
前
漁

港
・
港
公
園
で
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
。
五
月
二
十
六
日
に
は
、
実
行
委

員
会
総
務
運
営
部
が
開
催
さ
れ
、
基

本
構
想
を
ま
と
め
た
。

風
車
ま
つ
り
は
、
自
然
豊
か
な
景

観
と
調
和
し
た
四
十
二
基
の
風
車
を

地
域
活
性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
昨

年
、「
と
ま
ま
え
風
の
花
畑
」
を
テ
ー

マ
に
、
町
民
が
作
製
し
た
コ
ス
モ
ス

や
ひ
ま
わ
り
な
ど
の
色
鮮
や
か
な

「
花
風
車
」
五
千
本
が
会
場
を
彩
り
、

四
千
五
百
人
の
観
衆
を
魅
了
し
た
。

今
年
の
「
花
風
車
」
は
、
ペ
ー
パ

ー
ク
ラ
フ
ト
で
作
製
す
る
も
の
以
外

に
牛
乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
役
立
つ
「
花
風

車
」
を
試
作
。
商
工
会
、
女
性
団
体
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
、
社
会
教
育
団
体
、
各
学
校
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
五
千
本
の
花
畑

を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
も

の
ま
ね
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、
ヨ
サ
コ

イ
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
や
風
車

パ
ネ
ル
展
が
企
画
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

会
場
に
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
よ

う
サ
ッ
カ
ー
エ
ア
ゴ
ー
ル
や
大
型
フ

ワ
フ
ワ
な
ど
の
遊
具
も
設
置
さ
れ
る

予
定
。

今
後
、
詳
細
な
事
業
日
程
が
組
ま

れ
て
い
く
が
、
事
務
局
で
は
「
昨
年

同
様
、
花
風
車
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に

彩
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
、
花
風
車
の
作
製
に
参
画

し
て
ほ
し
い
。」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

北
海
道
風
車
ま
つ
り 
第2回 

北
海
道
風
車
ま
つ
り 

８
月
７
日
に
開
催 

緑
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り 

緑
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り 

水
辺
の
楽
校
で
植
樹
祭 

乳
牛
１
８
３
頭
放
牧
開
始

上
平
牧
場
で
の
び
の
び
と

今年会場となる苫前漁港・港公園

森町長へ募金を手渡す児童生徒たち

古丹別小学校児童会４名も植樹に参加

ヘ
ク
タ
ー
ル

農業用水ダムに現れた熊
（撮影：早川日出利氏）

キ
ロ

セ
ン
チ

セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル



で
田
ん
ぼ
に
入
り
、
田

植
え
を
体
験
し
た
。

提
供
さ
れ
た
田
は
、

字
岩
見
の
花
井
秀
昭
さ
ん
（
44
歳
＝

農
業
）
の
田
15

。
苗
は
、
四
月
に

各
学
校
で
種
ま
き
さ
れ
た
も
の
で
、

品
種
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」。

田
植
え
作
業
に
は
、
農
協
青
年
部

の
協
力
の
も
と
、
児
童
た
ち
は
素
足

で
田
ん
ぼ
の
中
へ
入
り
、
最
初
は

「
冷
た
い
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
泥

に
ぬ
か
る
む
感
覚
が
「
だ
ん
だ
ん
気

持
ち
よ
く
な
っ
て
き
た
」
と
田
植
え

作
業
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、
田
植
え
が
終
了
し
た
児
童

か
ら
順
次
、
田
植
え
機
の
試
乗
体
験

も
行
わ
れ
、
楽
し
い
農
業
体
験
と
な

っ
て
い
た
。

広報とままえ　６月号　3頁

五
月
二
十
三
日
苫
小
五
・
三
年
生

と
古
小
五
年
生
の
四
十
名
が
、
素
足

北
海
道
警
察
の
人
事
異
動
に
伴
い

苫
前
駐
在
所
所
長
に
、
松
下
道
信
警

部
補
（
57
歳
）
が
着
任
し
ま
し
た
。

松
下
所
長
は
、
昭
和
四
十
六
年
北

海
道
警
察
に
採
用
さ
れ
、
交
通
課
交

通
捜
査
（
事
故
係
）
を
主
に
、
伊
達

市
・
静
内
町
・
江
別
市
・
芦
別
市
・

函
館
市
で
勤
務
。
駐
在
所
勤
務
は
始

め
て
。

駐
在
勤
務
は
「
住
民
と
心
の
ふ
れ

あ
う
仕
事
を
し
た
い
」
と
自
ら
希
望

し
、
苫
前
町
の
印
象
は
「
高
齢
者
世

帯
な
ど
で
、
隣
近
所
が
協
力
す
る
姿

を
見
て
、
と
て
も
人
情
味
の
あ
る
ま

ち
」
と
感
じ
て
い
る
。

高
校
時
代
は
柔
道
を
行
う
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
好
き
で
、
静
内
町
勤
務
か
ら

剣
道
を
始
め
四
段
の
腕
前
。「
剣
道
少

年
団
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
ぜ
ひ

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
積

極
的
に
地
域
へ
参
画
す

る
姿
勢
。
「
交
通
事

故
・
犯
罪
の
な
い
町
に

し
て
い
き
た
い
。
い
つ

で
も
気
軽
に
相
談
な
ど

尋
ね
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
明
る
く
語
っ
て

く
れ
た
。

五
月
二
十
四
日
苫
前
漁
港
に
お
い

て
、
北
海
道
栽
培
漁
業
羽
幌
セ
ン
タ

ー
で
中
間
育
成
さ
れ
た
ニ
シ
ン
稚
魚

十
一
万
七
千
匹
が
、
放
流
に
向
け
港

内
生
け
す
に
移
さ
れ
た
。

こ
の
稚
魚
は
、
同
施
設
で
三
月
に

採
卵
し
、
中
間
育
成
さ
れ
た
ニ
シ
ン

で
体
長
五
・
三
　
。
作
業
に
は
、
北

る
も
い
漁
協
苫
前
支
所
連
合
部
会
が

あ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
内
の
水
槽
か
ら

ホ
ー
ス
で
生
け
す
に
移
動
。
二
週
間

後
、
体
長
七
　
程
度
ま
で
育
て
た
後

に
海
へ
放
流
す
る
。

こ
の
放
流
事
業
は
今
年
九
年
目
。

お
お
よ
そ
三
年
で
回
帰
し
て
く
る
も

の
と
見
込
ま
れ
、
漁
業
関
係
者
か
ら

は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

素足で田んぼに入る児童たち

ニ
シ
ン
増
大
対
策(

苫
前
漁
港)

11
万
７
千
匹
放
流

留
萌
管
内
で
65
万
匹

セ
ン
チ

セ
ン
チ

ア
ー
ル

生けすに移されたニシン

学社
融合

素
足
で
田
植
え
体
験

倶知安町の生まれ。
家族は奥さんと二人暮ら
し。子どもは男の子２人
（独立）。趣味は釣りと写真。



色
鮮
や
か
な
貝
殻
リ
ー
ス
で
心
な
ご
む
毎
日

広報とままえ　６月号　4頁

五
月
十
五
日
古
丹
別
緑
ケ
丘
公
園

に
お
い
て
第
三
四
回
さ
く
ら
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
小
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
に
も
拘
ら
ず
、
家
族
連
れ

や
職
場
の
仲
間
、グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、

札
幌
や
留
萌
、
遠
別
な
ど
の
町
外
か

ら
の
観
衆
も
含
め
八
百
人
が
訪
れ
、

お
花
見
気
分
を
楽
し
ん
だ
。

今
年
の
桜
は
春
の
寒
波
に
よ
り
、

例
年
に
な
く
開
花
が
遅
れ
、
つ
ぼ
み

が
桜
色
に
染
ま
る
程
度
。
会
場
に
は

コ
ン
ロ
五
十
個
が
用
意
さ
れ
、
炭
火

で
焼
か
れ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
舌
鼓

力
昼
の
角
井
政
勝
さ
ん
（
81
才
）

が
、
自
宅
前
の
海
岸
で
拾
っ
た
貝
殻

を
使
い
、
貝
殻
リ
ー
ス
（
壁
掛
け
）

を
作
製
。
友
人
な
ど
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
。

角
井
さ
ん
は
、
弟
の
妻
か
ら
松
ぼ

っ
く
り
な
ど
を
使
っ

た
リ
ー
ス
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
、
自
分
で

も
何
か
で
き
な
い
か

と
、
昨
年
か
ら
貝
殻

を
集
め
だ
し
た
。
作

製
さ
れ
た
リ
ー
ス

は
、
帆
立
貝
や
ア
ワ

ビ
、
ア
サ
リ
、
ヒ
ル

貝
、
真
つ
ぶ
な
ど
数

十
種
類
の
貝
か
ら
、
白
、
赤
、
ピ
ン

ク
、
紫
な
ど
の
自
然
の
色
を
そ
の
ま

ま
活
用
し
、
見
事
な
花
び
ら
を
表
現

し
て
い
る
。

土
台
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
丸

く
く
り
貫
き
、
黄
色
や
ピ
ン
ク
に
染

め
た
包
帯
を
巻
き
つ

け
、
貝
殻
の
色
を
引
立

た
せ
「
材
料
代
も
接
着

剤
の
ほ
か
、
余
り
か
か

ら
な
い
」
と
角
井
さ
ん
。

「
漁
師
も
や
め
て
、
手

先
の
運
動
に
な
り
、
老

後
の
楽
し
み
で
す
」
と

次
の
作
品
を
思
い
描
い

て
い
た
。

を
う
ち
な
が
ら
は
、
苫
前
鱗
萃
会
に

よ
る
ヨ
サ
コ
イ
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
や
か

わ
い
ら
し
い
子
供
た
ち
に
よ
る
舞

踊
、
そ
し
て
高
田
と
も
え
歌
謡
シ
ョ

ー
で
、
気
分
は
最
高
潮
と
な
っ
て
い

た
。会

場
に
は
、
商
工
会
女
性
部
な
ど

の
出
店
が
軒
を
連
ね
、
ラ
ー
メ
ン
や

タ
コ
焼
き
が
提
供
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
公
園
下
で
は
花
井
商
店
横

の
広
場
に
お
い
て
、緑
花
木
や
盆
栽
、

苗
木
な
ど
の
即
売
が
行
わ
れ
、
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

道
北
随
一
の
桜
の
名
勝
と
し
て
知

ら
れ
る
古
丹
別
緑
ヶ
丘
公
園
は
、
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
約
五
百
本
が
立

ち
並
び
、
一
週
間
後
に
満
開
を
迎
え

て
い
た
。

大きな掛け声とともに躍動するヨサコイ苫前鱗萃会

コ
ン
ロ
で
炭
焼
き
を

楽
し
む
来
場
者→

高田ともえ歌謡ショー
で盛り上がる

↑会場には開花した桜
が設置され、花見気分
を盛り上げた。

古丹別市街地の横断歩道において、手を
上げ渡る古小児童

横断歩道の渡り方の指導を受ける苫前保
育園園児

木村巡査部長から標識の意味について指
導を受ける苫小児童

苫前市街地の交差点において、自転車の
乗り方を確認する苫小児童

第34回 

で 

お
花
見
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
満
喫 
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」

「
さ
く
ら
ま
つ
り
」 
「
さ
く
ら
ま
つ
り
」 

色
鮮
や
か
な
貝
殻
リ
ー
ス
で
心
な
ご
む
毎
日

町内小学校・保育園で

交通安全青空教室
春の交通安全指導である「青空教
室」が４月２６日苫前小学校、同月
２７日古丹別小学校、５月９日苫前
保育園で開催された。
両小学校では、正しい自転車の乗
り方のビデオを鑑賞し、古丹別駐在
所木村巡査部長より「交通標識の見
方」の説明を受けた後、児童たちは、
自転車で市街地を訓練走行し、交差
点での交通安全マナーを確認した。
また、自転車に乗れない児童は、
市街地での横断歩道のわたり方につ
いて、確認していた。
一方、苫前保育園では「こぐまク
ラブ」活動の一環により、園内中庭
で仮設信号機が設置され、横断歩道
の渡り方の指導が行われた。
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総
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演
習
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北留萌消防組合消防署苫 前 支 署�64-2321
〃　　　　古丹別支署�65-4119

【危険物取扱者試験について】

道内では、危険物取扱者試験を年４回実施

しております。今年は、第１回目がすでに終

了していますが、今後は今年７月24日(日)、

10月23日(日)並びに翌年２月12日(日)を予定

しております。

受験願書受付期間は、約１か月前となって

おります。受験を希望される方は、最寄の消

防に受験願書がありますので受領してくださ

い。

へ
の
敬
礼
及
び
人
員
報
告
、
消
防
長

へ
の
敬
礼
、
服
装
点
検
が
行
わ
れ
、

訓
練
礼
式
で
は
団
員
三
十
名
に
よ

る
、
規
律
の
執
れ
た
キ
ビ
キ
ビ
と
し

た
動
き
を
実
演
。ポ
ン
プ
操
法
で
は
、

古
丹
別
分
団
西
川
哲
也
班
長
外
四
名

に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
が
実
演
さ

れ
、
会
場
内
に
用
意
さ
れ
た
水
槽
か

ら
六
十
　
離
れ
た
的
ヘ
瞬
時
に
ホ
ー

ス
を
配
置
し
放
水
。
団
員
の
す
ば
や

い
動
き
に
来
賓
か
ら
も
拍
手
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
そ
の
後
、
苫
前
市
街
地

で
の
分
列
行
進
を
行
い
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
前
の
公
園
で
、
模
擬
火
災

訓
練
が
行
わ
れ
、
実
践
さ
な
が
ら
の

放
水
訓
練
に
、
見
て
い
た
町
民
に
も

緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
い
た
。

昨
年
の
台
風
十
八
号
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
苫
前
町
古
代
の
里
・
復

元
住
居
「
ア
イ
ヌ
の
チ
セ
」
と
「
擦

文
時
代
の
竪
穴
住
居
」
の
屋
根
を
高

齢
者
事
業
団
（
会
長
鎌
田
信
夫
）
の

協
力
の
も
と
、
五
月
十
二
日
か
ら
二

日
間
修
復
作
業
を
行
っ
た
。

こ
の
復
元
住
居
は
茅か

や

葺ぶ

き
で
造
ら

れ
て
お
り
、
茅
は
千
葉
県
よ
り
取
り

寄
せ
た
も
の
。
道
内
に
は
茅
葺
き
職

人
が
お
ら
ず
、
過
去
の
経
験
と
知
識

を
有
す
る
同
事
業
団
団
員
に
依
頼
し

た
。
団
員
た
ち
は
、
復
元
住
居
に
は

し
ご
を
か
け
な
が
ら
、
一
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
茅
を
敷
き
詰
め
て
い
た
。

古
代
の
里
は
、
昭
和
六
十
一
年
か

ら
二
年
間
か
け
て
香
川
地
区
で
行
わ

れ
た
発
掘
調
査
か
ら
出
土
し
た
資
料

を
展
示
す
る
た
め
、
考
古
資
料
館
と

と
も
に
建
設
さ
れ
た
。
縄
文
・
擦

文
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
各
文
化
期
の
実
物

大
の
復
元
住
居
と
ア
イ
ヌ
の
チ
セ
四

棟
が
再
現
さ
れ
、
生
き
た
教
材
と
し

て
教
育
活
動
に
活
用
し
て
い
る
。

苫
前
厚
生
病
院
に
お
い
て
「
看
護

の
日
」
に
ち
な
み
、
五
月
十
二
日
か

ら
二
日
間
「
無
料
健
康
相
談
」
を
同

病
院
内
一
階
ロ
ビ
ー
で
実
施
し
た
。

こ
の
健
康
相
談
で
は
、
血
圧
や
血

糖
値
、
身
長
、
体
重
、
体
脂
肪
率
の

測
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
デ
ー
タ
に
基

づ
き
健
康
並
び
に
栄
養
指
導
を
行
う

も
の
で
、
高
齢
者
の
夫
婦
連
れ
な
ど

二
日
間
で
八
十
名
の
方
が
利
用
し

た
。利

用
者
は
、
食
事
の
方
法
や
生
活

習
慣
に
つ
い
て
「
ゆ
っ
く
り
相
談
で

き
て
、
と
て
も
良
い
機
会
で
す
」
と

反
応
も
上
々
。
中
に
は
、
血
糖
値
が

高
く
そ
の
ま
ま
受
診
さ
れ
る
利
用
者

も
い
た
と
の
こ
と
。

こ
の
無
料
健
康
相
談
は
今
年
三
年

目
で
、年
々
利
用
者
も
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
入
院
患
者
へ
は
、
ひ
と
り

ひ
と
り
看
護
師
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ

ー
ド
が
贈
ら
れ
、心
和
ま
せ
て
い
た
。

模擬火災訓練で放水訓練を行う消防団員

真剣に健康相談を受ける利用者たち

「
看
護
の
日
（
５
月
12
日
）」

無
料
健
康
相
談

五
月
二
十
九
日
役
場
駐
車
場
で
苫

前
町
消
防
団
（
団
長
小
倉
哲
志
）
の

総
合
演
習
を
森
町
長
や
議
会
議
員
、

町
内
会
長
ら
来
賓
四
十
名
が
見
守
る

中
、
団
員
五
十
八
名
が
参
加
し
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
た
。

総
合
演
習
は
、
団
長
並
び
に
町
長

古代の里
「復元住居」修復作業 春

の
総
合
演
習
（

）

苫
前
町

消
防
団

危
険
物
は
火
気
の
無
い
所
で

取
扱
い
し
ま
し
ょ
う
！

消防では、６月５日(日)から６月11日(土)
まで危険物安全週間を展開しております。危
険物は意外と身近に存在しておりますので、
取扱いには十分注意してください。過去にこ
のような事故もありました。

【火の気を求めてどこまでも】
車庫内でバイクに燃料を補給中、近くにあ
った石油ストーブの火がガソリンの蒸気に引
火し全焼した。

メ
ー
ト
ル
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「
私
を
育
ん
で
く
れ
た
ふ
る
里
」

苫
前
中
学
校
開
校
記
念
集
会

い
出
や
、
大
正
四
年
の
獣
害
史
上
最

大
と
い
わ
れ
る
「
三
毛
別
羆
事
件
」

に
つ
い
て
、
事
件
の
状
況
や
映
画
化

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
語
る
と
と

も
に
、
町
郷
土
資
料
館
に
は
、
そ
の

説
明
資
料
や
ジ
オ
ラ
マ
の
ほ
か
、
日

本
最
大
の
熊
剥
製
「
北
海
太
郎
」
を

展
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
紹

介
し
た
。

最
後
に
、「
同
窓
会
で
一
番
盛
り

上
が
る
の
が
、
中
学
校
時
代
の
同
窓

会
。
時
代
は
変
わ
ろ
う
と
も
、
ふ
る

里
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
強
い
信
念
と

目
標
を
持
ち
、
人
生
を
切
り
開
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
後
輩
た
ち
に
エ

ー
ル
を
送
っ
て
い
た
。

チャレンジデー2005チャレンジデー2005 初勝利
心ひとつに3,561名（84.3％）参加

金メダルを獲得!!

加
を
呼
び
か
け
、
参
加
集
約
に
は
町

内
会
の
各
班
長
も
協
力
。
全
町
民
の

取
り
組
み
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
、

各
学
校
な
ど
各
グ
ル
ー
プ
で
の
取
り

組
み
も
広
が
り
を
見
せ
、
健
康
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
た
。

全
国
で
は
、
七
十
七
地
域
に
七
十

九
万
二
千
七
百
四
十
八
名
が
参
加
し
、

五
六
・
七
　
の
平
均
参
加
率
。

ま
た
、
全
国
共
通
イ
ベ
ン
ト
「
大

縄
跳
び
」
に
苫
前
中
学
校
生
徒
と
役

場
職
員
が
参
加
。
苫
中
三
年
生
が
十

三
名
で
六
十
三
回
を
ク
リ
ア
し
、
全

国
で
の
上
位
三
十
番
台
が
期
待
さ
れ

る
。

五
月
二
十
五
日
町
内
全
域
で
「
健

康
」
に
対
す
る
意
識
を
運
動
や
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
高
め
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
２
０
０
５
が
開
催
さ
れ
、
参
加

率
八
四
・
三
　
と
昨
年
の
記
録
（
四

五
・
七
）
を
大
き
く
上
回
り
、
対
戦

相
手
宮
崎
県
北
郷
村

き
た
ご
う
そ
ん

（
一
〇
六
　
）

に
は
敗
れ
た
も
の
の
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
風
車
対
決
と
な
た
岩

手
県
葛
巻
町

く
ず
ま
き
ま
ち

（
六
七
・
三
　
）
と
の

対
戦
で
初
勝
利
を
飾
っ
た
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
へ
の
参
加

は
今
年
で
三
年
目
。
こ
れ
ま
で
、
五

〇
　
を
下
回
る
低
い
参
加
率
で
あ
っ

た
が
、
実
行
委
員
会
の
母
体
で
あ
る

体
育
協
会
・
町
体
育
指
導
員
が
各
町

内
会
や
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
に
参

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

中部３町村ゲートボール大会始球式

苫小児童によるストレッチ体操

役場職員による大縄跳び挑戦

町内放送によるラジオ体操

古丹別婦人会八十八ヶ所巡りウオーキング

苫前保育園園児によるリレー大会

苫　前　町 北郷村（宮崎県） 葛巻町（岩手県）
人　口：4,223人
参　加：3,561人
参加率： 84.3％

人　口：2,103人
参　加：2,230人
参加率：106.0％

人　口：8,604人
参　加：5,791人
参加率： 67.3％

苫中時代の思い出を語る
野澤さん

総　合　学　習

「
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
考
え
る
」

五
月
六
日
苫
前
中
学
校
（
校
長
松

本
美
樹
雄
、
生
徒
49
名
）
で
は
、
開

校
記
念
日
に
併
せ
て
記
念
講
演
を
実

施
し
た
。
講
師
に
は
同
校
の
卒
業
生

で
苫
前
町
郷
土
史
研
究
会
の
野
澤
哲

美
会
長
（
68
才
）
が
務
め
た
。

野
澤
さ
ん
は
、
学
校
生
活
で
の
思

古
丹
別
中
学
校
生
徒
五
十
九
名

は
、
四
月
二
十
五
日
総
合
学
習
に
お

い
て
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
「
風
力
発
電
」
を
学
習
し
た
。

講
師
の
町
企
画
振
興
課
高
田
主
任
技

師
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

種
類
や
そ
の
活
用
方

法
、
地
球
規
模
で
の
環

境
問
題
と
苫
前
町
の
風

力
発
電
に
つ
い
て
学
習

し
、
上
平
グ
リ
ー
ン
ヒ

ル
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

を
見
学
。

生
徒
は
、
大
型
風
車

群
を
目
の
当
り
に
し
、

そ
の
大
き
さ
に
驚
き
の
様
子
。
直
径

六
　
に
お
よ
ぶ
風
車
タ
ワ
ー
に
、
思

わ
ず
手
を
つ
な
ぎ
大
き
さ
を
確
認
し

て
い
た
。
生
徒
は
「
色
々
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
学
習
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
。

も
っ
と
関
心
を
高
め
て
知

識
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

生
徒
は
今
後
、
疑
問
や

課
題
を
拾
い
上
げ
、
そ
の

課
題
別
に
七
月
頃
に
ま
と

め
、
全
体
で
の
グ
ル
ー
プ

発
表
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
）
を
目
指
し
、
学
習

は
続
く
。

メ
ー
ト
ル

予想以上の参加率に沸く実行委員会メンバー

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト

パ
ー
セ
ン
ト
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社会教育からのお知らせ

～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６

苫前町公民館ご相談・お問い合わせは
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp
HPアドレス http://www.town.tomamae.lg.jp/

最近、町内のスポーツ・レジャー施
設において、ペットの散歩などによる
フンが散乱し、利用に支障をきたして
おり、苦情が多く寄せられております。
オートキャンプ場、パークゴルフ場
を始めとした町内の体育施設について
は、ペットの立ち入りは禁止されてお
ります。
施設を利用するすべての人が、気持
ちよく利用す
ることができ
るよう、マナ
ーをきちんと
守りましょ
う。

◆日　時 7月28日（木）～8月4日（木）7泊8日
◆対　象　小学5年生以上中学生まで　苫前町の定員は先着15名
◆参加料　１人　10,000円
◆申込み　６月24日（金）までに苫前町公民館へ電話で申し込んでください。
◆その他　参加者は、7月2日(土)・3日(日)苫前福祉センターで実施される事前研修会に参加して

いただきます。

マナーを守りましょう！

社会教育からのお知らせ
とままえふるさと塾では、今年の夏も自転車ツーリングを

実施します。今回から、隣町の羽幌町との共同実施となり、
気になるコースは、知床半島の羅臼町から羽幌町までの約
580kmを7日間で走破することになります。
今年の夏休み、新しい自分を見つける旅をしませんか？

自転車ツーリングに参加しませんか？

羅臼町 

羽幌町 

町内会や団体などの記念誌を集めています

友好町の旧長島町（桑名市長島町）では、１０月の図書館オープ
ンに向けて、苫前町との友好関係を積極的に推進するため、「苫前町
コーナー」が設置されることになり、苫前町に関する書籍・資料
（パンフレット・ビデオなど）の収集を行っています。
つきましては、ご提供いただける書籍などがございましたら、７
月末日までに苫前町公民館へご連絡を下さいますようお願いいたし
ます。

ボランティアを募集しています

公民館・スポーツセンターでは、事業のボランティアを募集して
います。
イベントの企画や運営などをはじめ、内容はどんなことでも構い
ません。すでに多くの人達がさまざまな形でボランティアとして関
わり、その楽しさを味わっています。
あなたのその気持ちを地域づくりに活かしてみませんか？　まず
は気軽にお電話でご連絡ください。

第１４回ＹＯＳＡＫＯＩソーランが６月８
日札幌市で始まり、苫前鱗萃会（代表大坂か
すみ）が増毛美場ましけよらんかい、留萌夕
華衆、遠別燕と合同チームにより、２年ぶり
に参加する。
事務局の今野雄一さんは、「各町の踊り手が
刺激となって、本祭にむけ士気も上がってい
る」と入賞の可能性も！
町民皆様のご声援をお願いします。

※出場する日程は次のとおり

★６月１１日 11：10⇒清田会

場、13：18⇒新さっぽろ会場、

14：54⇒本郷通会場西コース、

18：10～18：56⇒ファンキー

すすきの会場

★６月１２日 12：10⇒大通り

北コース、14：00⇒ファイタ

ーズ通り、15：47⇒大通り８

丁目ステージ

苫　前　鱗　萃　会
合同チーム舞踏連「瞬」でYOSAKOI出場



Dr.小野の処方せん 
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今
月
の
担
当
は
佐
藤
保
健
師
で
す
。 
『
総
合
健
診
っ
て
何
？
』 

健　　康 
ばんざい 

生
活
習
慣
病
に
か
か
ら
な
い
た
め
に

大
切
な
こ
と
は
、
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
築
く
こ
と
。
そ
れ
に
加
え
て
早

期
発
見
・
早
期
治
療
が
と
て
も
大
切

に
な
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
多
く

は
自
覚
症
状
が
な
く
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
進
行
し
、
気
づ
い
た
と

き
に
は
、
か
な
り
進
ん
だ
状
態
と
い

う
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

苫
前
町
の
健
診
結
果
を
み
る
と
、

高
脂
血
症
と
糖
尿
病
の
所
見
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。こ
の
二
つ
の
疾
患
は
、

自
覚
症
状
が
出
に
く
い
た
め
、
な
か

な
か
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
健
診
を
受
け
て
初
め
て
わ
か

一
年
に
一
回
、
ご
自
分
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
？
町
で
は
、

九
月
と
二
月
に
総
合
健
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。

総
合
健
診
で
は
、
基
本
健
診
、

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診
を
一
度
に

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
診
（
受
け
ら
れ
る
条
件

が
あ
り
ま
す
）
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

検
診
（
受
け
ら
れ
る
地
区
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
）
も
一
緒
に
受
診
で
き
ま

す
。事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す

が
、
受
診
時
間
は
短
く
済
み
ま
す
。

ま
た
、
健
診
項
目
を
選
ん
で
受
診
し

た
い
検
診
の
み
を
受
診
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

Ａ
　
現
在
日
本
の
死
亡
原
因
は
、
一

位
は
「
が
ん
」、
二
位
は
「
心
疾
患
」、

三
位
は
「
脳
血
管
疾
患
」
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
ら
は
三
大
生
活
習
慣
病

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
成
人
三
人
の

う
ち
二
人
が
、
こ
の
三
大
生
活
習
慣

病
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
あ
る
日
突
然
に

か
か
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月

を
か
け
て
徐
々
に
進
行
し
て
い
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
よ
う
な

Ｑ
「
健
診
は
何
の
た
め
？
」

Ｑ
「
総
合
健
診
を

受
診
す
る
に
は
？
」

り
、
治
療
と
な
る
方
が
毎
年
お
ら
れ

る
た
め
、「
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら

何
で
も
な
い
」
と
安
心
せ
ず
、
一
年

に
一
回
は
健
診
を
受
け
て
、
ご
自
分

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
機
会
と
し
て
、
総
合
健
診
を

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

今
年
度
の
総
合
健
診
の
日
程
は
、

平
成
17
年
９
月
１
日
〜
４
日

平
成
18
年
２
月
２
日
〜
３
日

の
二
回
で
す
。

実
施
場
所
や
実
施
内
容
、
申
し
込

み
方
法
等
に
つ
い
は
、
健
診
前
に
改

め
て
回
覧
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
、
注
意
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

苫
前
厚
生
病
院
の
院
長
に
四
月
、

田
村
佳
久
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

田
村
院
長
は
、
徳
島
大
学
医
学
部

を
卒
業
し
、民
間
医
療
機
関
に
勤
務
。

平
成
三
年
に
Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
山

部
厚
生
病
院
（
富
良
野
市
）
に
勤
務

し
、
同
病
院
並
び
に
佐
呂
間
厚
生
病

院
の
院
長
を
歴
任
し
て
い
る
。

四
月
以
降
患
者
さ
ん
と
接
す
る
中

で
、
留
萌
や
旭
川
な
ど
複
数
の
医
療

機
関
を
受
診
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が

多
く
、「
個
別
の
診
断
だ
け
で
は
な

く
、
患
者
自
身
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の

必
要
性
を
感
じ
て
い
る
」
と
田
村
院

長
は
い
う
。「
体
や
心
を
病
む
患
者

の
訴
え
に
耳
を
傾
け
、
治
せ
な
く
と

も
癒
し
、
癒
せ
な
く
て
も
、
慰
め
る

の
が
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
。
医
療

の
み
な
ら
ず
保
健
予
防
で
も
気
軽
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
患
者
の
良
き

相
談
相
手
と
な
っ
て
く
れ
る
。

ま
た
、
意
外
と
脳
卒
中
の
患
者
も

多
く
、
食
事
な
ど
生
活
習
慣
か
ら
の

予
防
が
大
事
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
講

話
な
ど
地
域
に
も
出
向
き
、
住
民
と

膝
を
交
え
て
い
く
姿
勢
で
、
地
域
医

療
へ
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
ま
ず
は
、
地
域
の
こ
と
を
何
も
知

ら
な
い
の
で
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

ほ
し
い
。
苫
前
で
の
生
活
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
明
る
く

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

「慢性閉塞性肺疾患」について
肺の働きは酸素

を血液に取り込み、
二酸化炭素を外へ
出す。これは、無
意識のうちに呼吸
中枢が、その状態
を認知し、自動的
に呼吸を制御して

います。空気の通道は気管、主気管支、
葉気管支と枝分かれし、次第に細くな
り最後は肺胞と呼ばれるブドウの房状
のものになります。ガス交換が行われ
るが肺胞です。
気管支の気管支線から粘液が１日

100mlくらい分泌され、線毛により口
の方へ送り出されますが、その役割は
ホコリや細菌などが肺胞に達する前に
吸着して排出し、吸入した空気に適度
の湿度を与え温度調整する働きです。
肺ガン、呼吸器感染症と並んで死因
としても増加の一途にあるのが慢性閉
塞性肺疾患です。一気に吐き出した時
の努力性肺活量に対する１秒量（最初
の１秒間で吐き出した量）の割合が
70％以下に低下している状態を閉塞性
換気障害といいます。その代表的疾患
に、気管支喘息や慢性気管支炎、肺気
腫がありますが、その予防には、禁
煙・感染予防・換気・運動が大切です。

苫前クリニック院長　小野哲郎

総合健診で
早期発見・早期治療
体の健康チェックを！

厚生
病院

地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
病
院
へ

田
村
医
師（

）４
月
着
任

厚
生
病
院

院
　
　
長

田
た

村
むら

佳
よし

久
ひさ

（46才）
徳島県出身。専門はプライマリケア、東
洋医学。家族は妻と子供３人。趣味はス
ポーツで、サッカー・ゴルフ・スキー・
スノーボードもこなすスポーツマン。



介護保険で在宅での利用できるサービスは？
苫前町で利用できる在宅サービスを紹介します。
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

病
院
な
ど
に
入
院
し
た
と
き
に

か
か
る
食
事
代
が
一
部
患
者
負

担
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
？

入
院
中
の
食
事
代
に
つ
い
て
は
、

診
療
な
ど
の
医
療
費
に
か
か
る

一
部
負
担
金
（
国
保
加
入
者→

三
割
、

三
歳
未
満
の
乳
幼
児→

二
割
、
七
十

歳
以
上
の
一
般
の
方→

一
割
、
七
十

歳
以
上
の
一
定
以
上
所
得
者→

二
割
）

と
は
別
に
左
表
の
負
担
金
を
入
院
時

食
事
療
養
費
と
し
て
病
院
な
ど
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該

当
す
る
場
合
は
、
苫
前
町
国
保
（
老

人
保
健
該
当
者
は
苫
前
町
）
の
発
行

す
る
「
減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
な

ど
に
添
え
て
病
院
な
ど
の
窓
口
に
提

示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
減
額
認
定
証
の
交
付
申
請
は
、

印
鑑
・
保
険
証
な
ど
を
持
参
の
う
え

役
場
町
民
課
ま
た
は
古
丹
別
支
所
の

窓
口
で
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。

（
認
定
証
の
有
効
期
間
の
始
期
の
関
係

上
、
入
院
し
た
日
の
属
す
る
月
の
末

日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
こ
の
認
定
証
の
有
効
期
限

は
申
請
が
あ
っ
た
月
の
属
す
る
年
の

翌
年
七
月
末
日
（
一
月
か
ら
七
月
ま

で
に
交
付
を
受
け
た
場
合
は
、
そ
の

年
の
七
月
末
日
ま
で
）
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
す
で
に
認
定
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
で
引
き
続
き
入
院

さ
れ
て
い
る
方
は
、
支
給
交
付
申
請

を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

★入院時食事療養費の自己負担（１日あたり）

※高額療養費の支給の対象にはなりません。

●住民税非課税世帯等の方の減額認定制度
住民税非課税世帯等の方は、入院時食事療養費の
自己負担額が次のように軽減されます。

★住民税非課税世帯等の方の自己負担（１日あたり）

（世帯の所得が一定基準以下の方を含む）
※高額療養費の支給の対象にはなりません。

一般加入者 780円

住民税
非課税
世帯等

９０日までの入院 650円

９０日を超える入院
（過去12か月の入院日数）

住民税非課税世帯等で老齢福祉年金受給者

500円

300円

お問合せ

苫前町役場町民課しあわせ係

0164-64-2215（内線273）まで

介護保険制度では、65歳以上にな
ると原因を問わずにサービスを利用す
ることができます。
また、40歳から64歳の方は老化に
起因する特定疾病により介護が必要に
なった場合、利用できます。
なお、介護保険サービスを利用する
には要介護認定が必要です。

◆訪問介護（ホームヘルパー）
ホームヘルパーが家庭を訪問

し、介護や家事など身の回りの援
助をします。

◆訪問看護
看護師や保健師などが家庭を訪
問し、看護の支援をします。

◆居宅療養管理指導
医師や歯科医師、薬剤師など

が家庭を訪問し、療養上の管理、
指導を行います。

◆福祉用具の貸与
車イスやベッドなどの福祉用

具の貸し出しをします。

◆通所介護（デイサービス）
デイサービスセンターなどで、入
浴、食事の提供、機能訓練などのサ
ービスを日帰りで受けられます。

◆福祉用具購入費の支給
排泄や入浴に使われる用具の購
入費（1年間につき10万円を上限）
を支給します。

◆短期入所生活介護（ショートスティ）
介護老人福祉施設などの福祉施設に
短期入所し、日常生活の介護や機能訓
練が受けられます。

◆住宅改修費の支給
家庭での手すりの取り付けや段差の
解消などの小規模な改修の費用（改修
時に住んでいる住宅において20万円
を上限）を支給します。

不明な点などありましたら、町民
課内の在宅介護支援センターまで
気軽にご照会ください。

国
保
・
老
健
Ｑ
＆
Ａ

ＱＡ
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本
年
四
月
か
ら
他
の
年
齢
層
に
比

べ
て
所
得
が
少
な
い
若
年
層
（
20
歳

代
）
に
対
し
、
将
来
、
無
年
金
と
な

る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

所
得
の
高
い
世
帯
主
（
主
に
親
）

と
同
居
し
て
い
る
場
合
、
保
険
料
免

除
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
20
歳
代

の
方
に
つ
い
て
、
今
年
度
よ
り
本
人

と
配
偶
者
の
み
の
所
得
を
基
準
と
し

た
保
険
料
を
猶
予
す
る
制
度
で
す
。

◇
審
査
の
基
準

若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
る
に

は
、
本
人
と
そ
の
配
偶
者
の
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で

け
て
い
る
期
間
は
、
保
険
料
納
付
済

期
間
と
同
様
に
受
給
要
件
の
対
象
期

間
に
な
り
ま
す
の
で
、
万
が
一
の
時

で
も
障
害
基
礎
年
金
等
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す

本
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
請

に
よ
り
承
認
を
受
け
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る

市
区
町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

本
町
に
お
い
て
は
、
町
民
課
住
民

係
又
は
古
丹
別
支
所
が
窓
口
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
前
年
の
所
得
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
申
請
は
毎

年
度
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
町
民
課
住
民
係
又
は
北
海

道
社
会
保
険
事
務
局
留
萌
事
務
所
国

民
年
金
業
務
課
（
電
話
０
１
６
４
・

４
３
・
７
２
１
２
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

国民年金保険料を納め忘れていません
か？国民年金は、将来生活するうえで大
切な収入源です。
「すぐに納められないけど･･･」「国民年
金って何？」など様々な疑問、相談にお
答えしますので、お気軽にお越し下さい。

月曜日は、午後７時まで　
毎月第２土曜日開設
全道の社会保険事務所では、年金相談
のサービス向上を目指し、毎月月曜日に
午後７時までの時間延長相談と、毎月第
２土曜日を開庁し、年金相談の利用時間
拡大を実施しておりますので、お気軽に
ご利用下さい。

◆利用時間
≪毎週月曜日≫
午後７時まで延長
≪毎月第２土曜日≫
午前９時から午後４時まで

◆最寄の社会保険事務所
北海道社会保険事務局留萌事務所
住所：留萌市大町３丁目
電話：０１６４－４３－７２１１

なお、当日会場にて保険料の納付も行
えますので、ご利用下さい。

日　時　６月２２日（水）
午前10時から午後4時まで

場　所　苫前町公民館　農村研修室

す
。

◇
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料
の
納
付

済
期
間
等
が
25
年
以
上
必
要
で
す
。

納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
受
給

資
格
期
間
に
は
含
み
ま
す
が
、
年
金

額
の
計
算
に
は
含
み
ま
せ
ん
。

将
来
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
に
は
、
納
付
猶
予
か
ら
十

年
の
間
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
二
年
以
上
経
過
し
た
後

に
追
納
す
る
場
合
は
、
猶
予
さ
れ
て

い
た
時
の
保
険
料
に
一
定
の
額
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

◇
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
と
の
関
係

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
事
故
発
生

月
の
前
々
月
か
ら
一
年
遡
っ
た
間

に
、
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
特
例
の
承
認
を
受

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱
用
問
題

は
、
人
間
の
精
神
や
身
体
を
ボ
ロ
ボ

ロ
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
幻
覚
や
妄

想
が
、
殺
人
・
防
火
等
の
凶
悪
な
犯

罪
や
交
通
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

好
奇
心
に
よ
る
乱
用
が
、
学
生
や

主
婦
に
ま
で
広
が
り
「
第
三
次
覚
せ

い
剤
乱
用
期
」
の
情
勢
が
続
い
て
い

ま
す
。

薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
ず
、

「
一
度
だ
け
な
ら
」
と
い
う
安
易
な

気
持
ち
か
ら
手
を
出
し
、
薬
物
に
と

り
つ
か
れ
、
た
っ
た
一
度
の
こ
と
で

死
に
至
っ
た
り
、
数
年
後
に
後
遺
症

が
現
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

羽
　
幌
　
警
　
察
　
署

薬
物
の
乱
用
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

覚
せ
い
剤
・
ダ
メ
絶
対
！

覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用
の
防
止

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
の

日
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ

も
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
、守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
は
無
料
。
難
し
い
手

続
き
も
あ
り
ま
せ
ん
。人
権
相
談
は
、

離
婚
相
談
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
や

借
地
借
家
の
問
題
、
隣
近
所
の
も
め

ご
と
な
ど
、
と
て
も
幅
広
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所
と
し

て
、
人
権
相
談
所
が
法
務
局
で
常
時

開
設
さ
れ
、
役
場
や
公
共
施
設
で
の

特
設
人
権
相
談
所
も
開
設
さ
れ
ま

す
。苫

前
町
で
は
、
町
長
か
ら
推
薦
さ

れ
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

次
の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

◆
竹
　
橋
　
隆
　
至
（
字
苫
前
）

◆
大
矢
根
　
正
　
春
（
字
古
丹
別
）

相
談
は
、
旭
川
地
方
法
務
局
留
萌

支
局
（

０
１
６
４
・
４
２
・
０
４

９
２
）
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
！

国民年金を納めて明るい未来へ！

年金納付相談所開設

年金相談利用時間拡大

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

「
保
険
料
が
高
く
て
納
付
で
き
な
い
」

そ
ん
な
20
歳
代
の
方
へ

年金相談利用時間拡大

納期内納入にご協力願います。

６月 町税の納期

今月は、
町道民税
の納入月です。
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戸
籍
の
小
箱

慎
ん
で
お
悔
み

申
し
上
げ
ま
す

半
澤
フ
ミ
エ
（
86
歳
）
４
月
17
日

苫
　
前

谷
田
　
カ
ヤ
（
98
歳
）
４
月
20
日

旭

芳
賀
　
清
美
（
74
歳
）
５
月
５
日

昭
　
和

猪
股
　
勇
治
（
89
歳
）
５
月
６
日

苫
　
前

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日

齊
藤
　
旺
佑

お
う
す
け

卓
／
浩
美

４
月
18
日
古
丹
別

長男

古
　
谷
　
哲
　
哉
（
苫
　
前
）

井
　
芹
　
佳
　
子
（
旭
　
川
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

昨
年
か
ら
町
と
町
立
歯
科
診
療
所

並
び
に
北
海
道
大
学
大
学
院
歯
学
研

究
科
で
、
町
内
の
六
十
五
歳
以
上
の

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
歯
や
口
の

健
康
状
態
と
医
療
費
に
つ
い
て
の
研

究
す
る
た
め
調
査
（
五
年
間
）
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
二
年
目
は
、
次
の
日
程
で
高

齢
者
口
腔
健
康
調
査
及
び
健
康
教
室

を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

健
康
調
査
は
、
同
大
学
院
歯
学
研

究
科
が
主
体
と
な
り
、
問
診
、
ア
ン

ケ
ー
ト
、
簡
単
な
体
力
測
定
、
栄
養

状
態
に
つ
い
て
の
血
液
検
査
、
歯
、

口
の
中
の
診
査
、
咬
む
力
の
測
定
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

健
康
教
室
は
、
歯
の
清
掃
状
態
、

歯
そ
う
の
う
ろ
う
の
状
態
、
入
れ
歯

の
状
態
、
入
れ
歯
の
使
い
方
や
食
生

活
な
ど
を
お
話
し
ま
す
。

対
象
者
は
、
介
護
認
定
を
受
け
て

い
な
い
高
齢
者
で
、
費
用
は
無
料
。

元
気
な
高
齢
者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
な
お
、
対
象
者

全
員
に
、
同
大
学
よ
り
案
内
状
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

□
７
月
19
日
（
火
）

港
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

力
昼
生
活
館

□
７
月
20
日
（
水
）

小
川
研
修
セ
ン
タ
ー

東
川
町
内
会
館

岩
見
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

□
７
月
21
日
〜
22
日
（
木
〜
金
）

苫
前
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
７
月
23
日
（
土
）

三
渓
へ
き
地
保
健
福
祉
館

九
重
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

□
７
月
25
日
（
月
）

上
平
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

香
川
研
修
セ
ン
タ
ー

旭
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

□
７
月
26
日
（
火
）

栄
浜
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

昭
和
住
民
セ
ン
タ
ー

長
島
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

□
７
月
27
日
〜
29
日
（
水
〜
金
）

苫
前
町
公
民
館

詳
し
く
は
、
町
民
課
け
ん
こ
う
係

（
６
４
・
２
２
１
５
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
口
の
健
康
は
ど
う
で
す
か
？

高
齢
者
口
腔
健
康
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

森づくり現地検討会参加者募集

平成17年度遺骨収集
慰霊巡拝の実施

皆さんの声を森づくりに！

道有林は道民の皆さんの共有の財産です。
今、道有林の管理や山づくりは、皆さんの意
見等を参考にして進めていますが、更に、皆
さんの意見等を活かした計画を作るため「森
づくり検討会」を開催します。
定員２０名（応募多数の場合抽選）。申し込
み期日は、７月１日（金）まで。１８歳以上
の方ならどなたでも参加できます。現地の移
動は、バスを運行しますが、昼食は持参して
ください。

◇◇◇森づくり現地検討会◇◇◇
日　　時　７月２２日（金）

午前９時３０分～午後３時３０分
集合場所　留萌支庁（留萌市住之江町２）
現　　地　留萌支庁・小平町道有林等
お問合せ　留萌森づくりセンター森林整備課主査

1：0164-42-1511（内線4667）
1：0164-42-2754

厚生労働省では、旧ソ連・モンゴル・中
国・南方などでの遺骨収集並びに慰霊巡拝事
業を実施しております。慰霊巡拝の実施及び
募集等については、役場町民課住民係若しく
は厚生労働省ホームページでご確認願います。

http://www.mhlw.go.jp 

苫
前
町
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
半
　
澤
　
　
　
武
　
様

○
昭
　
和
　
芳
　
賀
　
伸
　
一
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
苫
　
前
　
半
　
澤
　
　
　
武
　
様

各
団
体
ク
ラ
ブ
等
へ
の
寄
付

（
長
島
町
内
会
）

○
長
　
島
　
前
　
田
　
幸
　
男
　
様

（
苫
前
町
内
会
）

○
苫
　
前
　
計
　
良
　
成
　
子
　
様

○
苫
　
前
　
半
　
澤
　
　
　
武
　
様

（
昭
和
町
内
会
、
昭
和
老
人
ク
ラ
ブ
、

昭
和
女
性
部
）

○
昭
　
和
　
芳
　
賀
　
伸
　
一
　
様

苫
前
婦
人
会
か
ら
の
寄
贈

○
苫
前
小
学
校
へ
（
雑
巾
30
枚
）

○
苫
前
中
学
校
へ
（
雑
巾
30
枚
）

○
苫
前
保
育
園
へ
（
雑
巾
30
枚
）

○
役
場
へ
（
雑
巾
20
枚
、
布
巾
30
枚
）

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

氏
　
名

父
・
母

出
生
日

ご
成
長
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

住
所

苫前町の交通事故情報
平成17年４月末現在

交通事故死ゼロ日数は

４月30日現在で364日

発生件数

２件

死者数

０人

負傷者数

２人

と　き　６月28日（火）午後７時
ところ　苫前町福祉センター
参加料　無　料

会員７名が、きれいな音色で「川の流れのよう
に」など身近な曲を演奏します。心地よいひと時
を過ごしてみませんか！
詳しくは、苫前町大正琴同好会（粟森タエ６
５－３２７１・赤坂サツ子６４－２７５６）まで。
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風力発電の売電状況
（町営分）

17年の実績（１月～４月分）
２２，６９７，１７０円

平成17年４月分の実績
・供給電力量

３９３，１７０ｋＷｈ
４，９３３，３００円

（設備利用率２４．０２％）

▽
先
月
の
中
旬
、
苫
前
で
催
眠
商

法
と
思
わ
れ
る
日
用
雑
貨
の
無
料

配
布
が
行
わ
れ
た
。
▽
各
家
庭
に

「
引
換
券
」
を
配
布
し
、
民
家
の
車

庫
な
ど
に
人
を
集
め
、「
ほ
し
い
人

は
手
を
挙
げ
て
！
」
な
ど
と
笑
い

を
誘
い
な
が
ら
、
人
々
を
そ
の
気

に
さ
せ
て
い
く
手
法
。
▽
高
齢
者

を
対
象
に
、
足
の
悪
い
老
人
に
は
、

車
で
の
送
迎
も
あ
る
と
か
。
タ
ダ

で
物
を
も
ら
う
気
ま
ず
さ
の
人
間

心
理
を
悪
用
し
、
高
額
な
も
の
へ

と
導
い
て
い
く
。
▽
怪
し
い
と
思

う
人
は
、
ど
ん
ど
ん
抜
け
て
行
き
、

少
人
数
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
高

額
な
健
康
器
具
や
布
団
な
ど
の
契

約
を
強
引
に
迫
ら
れ
る
。
▽
「
タ

ダ
ほ
ど
高
い
も
の
は
な
い
」
と
い

わ
れ
る
が
、
無
料
配
布
の
甘
い
罠

に
は
、
必
ず
裏
が
あ
る
。
▽
そ
ん

な
、
危
険
な
場
所
に
は
行
か
な
い

こ
と
が
最
大
の
防
御
で
あ
る
。
明

日
は
あ
な
た
の
近
く
に
来
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

編

集

雑

記

帳

このコーナーは、町内の保
育所（園）や小中学校の園
児や児童生徒の作品を紹介
します。ひとりでも多くの
作品を紹介したいと思って
います。
７月号の予定は古丹別小学
校の児童のみなさんです。

苫前保育園園児の作品

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『 桜 の 木 』

網と歯ブラシ
でガジャガジ
ャやって色を
つけました

青組４才

いしかわあつしくん

『こいのぼり』

クレヨンで色
をぬるのが上
手にできまし
た

青組４才

いけがみしずくくん

『 桜 の 木 』

ビニールテー
プを引っ張っ
て、キュッと
つまむのが上
手にできまし
た。

黄組３才

ほりいここちゃん

『こいのぼり』

目を上手に描けま
した。

黄組３才

さとうひらいくん

『 お 花 畑 』

「きれいなお花にす
るからね」と楽しそ
うに折り紙を貼って
いました。 赤組３才

すぎもとだいすけくん

『 合わせ絵』

ハートのおまつり。
盆踊りを踊ってい
るよ。見えるか
な！ 藤組６才

きはらあやねちゃん

『 合わせ絵』

いすに座っているの
が、見えるかな！

藤組５才

こじまたけるくん

『折り紙パズル絵』

折り紙でパズルの
ように、かわいい
お家ができました
よ！ 藤組５才

ねんだいゆかちゃん


